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事務室

中学校

図書館と児童センターの境をあいまいに、

利用者の自由な使い方を促す。事務室も

一つにまとめ、協働しやすい環境を整備

※地色は床材（リノリウム等）の色分けを表わす

ちしきものがたり
えほん

小学校から 森のひろば越しに 室内がみえる　　                   森のひろばにて ミニマルシェ

エントランスホールから ユドヨノ友好こども館（こどもとしょかん）へ

「ちしき」の本は2階への階段に近く

「えほん」を楽しむ子どもたち

「おやこのへや」でみんなと遊ぶ

階段



基盤サイン・複合

おやこのへや・ひらめきのへや：乳幼児や保護者が安心して過ごせる

隣の気仙沼小学校からランドセルを背負ったまま来館できる“特別”ルールが実現している。

高学年はまずは２階で大人に交じって宿題をする、低学年は１階で宿題の後、皆で遊ぶことが多い

ひらめきのへや・ぎゃらりー：時間帯により違いの

ある年齢層に寄り添う。企画のない時はフリース

みんなのひろば：体を動かせる多目的スペース

図書館と一緒に

なったことで、児

童センターの中高

生利用が増え、他

校に友達ができる

場にもなっている

図書館と児童センターの持ち味が融合され、

“学び”と“遊び”のあり方が多様になってきた。

これまで児童センターに馴染みのなかった大

人に、関心を深めるきっかけを提供するなど、

市民への周知が“図書館ルート”と“児童セ

ンタールート”の２倍になって、それぞれの

利用者層が交じり合う成果もみえてきた。

２階一般図書エリア：中高生の学習を支える場としての利用は多い

２階「学習室」や「気仙沼をかたどったデスク」も学びあう場

まなびのへや：中高生利用の日常拠点
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えほん架（一部） ものがたり架

３つに大別される資料群の「利用のしやすさと魅せ方」のデザイン

ちしき：２階の一般図書エリアへの階段に近い位置

書架や座席のスタイルも似せて、一般図書デビューを促す

幅広い知の体系がわかりやすい本の並び

大人も使える内容の本が増えているので、大人も近づきや

すい位置と魅せ方の工夫

ものがたり：隠れ家的な空間で、本との出会いを味わえる

友だちと入り込んで一緒に本を読みたくなるニッチ (照明

は自分で点滅）が点在

えほん：保護者とその場で横並びできる石ころのようなソファ（３

種類の大きさ）が傍らに

大型絵本、紙芝居など、特殊サイズの資料も横並びで楽し

める大型デスク

おはなしのへや、児童センター・おやこのへやにも近く

子どもトイレ、授乳室も用意

※ユドヨノ友好こども館（こどもとしょかん＝児童図書エリア）は、

震災復興に際しインドネシア政府からの大きな支援を受けて整備

されました。



ひらめき

のへや

＜一般エリア＞ ＜児童エリア＞

基盤サイン・ガラススクリーンをベースとした個所

森のひろば

ひらめきのへや

衝突防止サイン
児童エリアには
イラストをプラス
視認効果を高める

定点サイン 定点サイン

掲示サイン

ホワイトボードシート
催し物の案内を掲示
（マグネット固定）

ガラススクリーンに
白色マーク・文字貼

定点サイン

基盤サイン・複合

「できたて作品」がお出迎え                                                                                         「笑顔」でお出迎え                             保護者のふれあいの場としても

森のひろば さくらテラスカフェテラス

基盤サイン・オリジナルピクトグラム

履き替えサイン :人も獣も鳥もみんないっしょに



※開館日に子どもたちが

手づくりしてくれた磁

石は、今でも館内掲示

で輝いている

※青系に加え緑系が多く、無彩色はほぼ無い。ベタ色からではなく風景写真から

の採集、光を意識している作品が多いのも気仙沼市民の特徴スイセンの移植

生き物の観察 「生態学」表土保全の意味のはなし

虫を顕微鏡で

みる

完成した図書館でスイセンを

調べた後、２年ぶりに植え戻

す作業。ＴＶ局も取材に

※建築の周辺に根付き、今春鮮やかな黄色の

スイセンの里のイメージが復活した



図書館のアクティブな活用をイメージした

ワークショップの試みとして

学年を越え 子どもたちが集まり､地域の自然と

文化､歴史、産業を「フィールドワーク」で体験し、

自分たちの住んでいる場所の価値と問題を見つ

め直し、これからどのような地域社会をどのよう

につくっていけばよいかを「てつがく対話」で話し

合う。対話を通し、見出した自らの関心・探究課題

について、「図書館」で個々人が資料の探索を行う。

場所：気仙沼図書館および周辺地域、中央公民館など

主催：立教大学ＳＦＲ共同研究プロ ジェクト

　　「立教大学文学部河野哲也研究室」

協力：気仙沼市＋岡田新一設計事務所
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おはなし会：

おはなし広場

おはなしタイム

おはなしたまご

おりがみあそび

納涼おばけ話会

ジョナサン＆ディランと英語で

遊ぼう

実験工作教室・工作教室：

『めでタイカードをつくろう』

こども理科実験教室

2018TOHOKU

出前工作教室

天旗をつくろう

作って遊ぼう！プロペラ付き

ペットボトルカー

ひつじのリースづくり

作って遊ぼう！プラコップヘリ

スチロールカッターを作ろう

企画行事：

こどもとしょかんコンサート

スイセンワークショップ

心カフェ（ここカフェ）施設案内

図書館バックを作ろう

ピアノコンサート

絵本や紙芝居の読み方「基礎・基本」

レファレンス探検隊

てつがく探検隊

はじめての囲碁教室

まちの産業を知るNo.３双葉印刷㈱

「こども名刺をつくろう！」

沼のハナヨメが語る　気仙沼のほぼ日

の７年

しめ縄ワークショップ

としょかんおみくじ

児童工作手芸展

みんなで絵本をつくろう

気仙沼サポートセンター就労支援セミ

ナー「私も相手も大切にする会話術」

職場体験：

向洋高校２年生インターンシップ

条南中学校・新月中学校・鹿折

中学校・松岩中学校・気仙沼中

学校・大島中学校・階上中学校

（2年生）

読書活動支援：

気仙沼市図書館担当者会議

新月保育所出前おはなし会

文章サロン

施設体験：

けやき教室

転入奥様のための気仙沼講座

仙台にもっと図書館をつくる会

面瀬学童保育センター

一関市立花泉図書館

愛耕幼稚園

気仙沼・津谷・階上・九条・

大島・鹿折小学校（２年生）

企画行事：

マンカラ・フォーティーワンで遊ぼう！

世界にひとつだけの「磁石」を作ろう！

ダンボール迷路で遊ぼう！

バルーンたかしくんのアートバルーン

大友剛　音楽と絵本のライブ

助産師さんのハッピーアドバイス

おやこフェス

動いて遊ぼう！ミニスポーツ大会

若草（母親）クラブ：

「たんたん」の人形劇

いけ花

トトロ

手作りサークル

企画行事：

絵本作家の講演とワークショップ

親子ブラッシング教室

マンカラで遊んでみよう

ポケモンカーがやってくる

法政大学生と遊ぼう

あきらちゃん＆ジャンプくん　あそびうた

コンサート

風船バレーボールをしよう

小中校生との交流いも煮会

コロコロビー玉作り

クリスマス飾りをつくろう

ハッピークリスマス会

るもい応援じゃがいもでカレーを食べよう

あそびにコンビニ　in 気仙沼

てつがく対話　子育てのことをみんなで

ゆっくり語り合おう

みやぎから木のおもちゃがやってくる！

ワッフルを作ろう

オリジナルプラバンをつくろう

きろくにチャレンジ

あそびイベント：

ぴよぴよあそび（0歳児）

とことこあそび（1.2 歳児）

児童あそびの日

誕生日会

〈図書館主体〉 〈児童センター主体〉

多様性は、さまざまな“幅広さ”に起因する　← ①年齢層　②ジャンル　③ツール・ソース　④季節　⑤空間　…



基盤サイン・複合

図書館バック作り：2018・6.23～ 24

／連続３回開催

ひつじのリースづくり：2018.10.7／マツボック

リを活用したリースをつくる

納涼おばけ話会：2018.8.9／小学生から中学生
を対象にした夏休み人気企画。123人参加。

　

実験工作教室「宇宙ってなんだろう」：2019.6.2

父の日：おとうさんおはなし会：

2019.6.16／おはなし広場スペシャル。父の

日に「お父さんのかっこいい姿を子どもたち

に見せてみませんか」とボランティアを募る。

お父さんが読み聞かせに挑戦 おりがみあそび：（毎月１回）小学高学年や中学生の参加が多い

おはなしたまご：毎月２回（おはなし会）
／終了後，おすすめの絵本を参加者に紹介

例えば、「実験工作教室」は、これまで

“児童センター”単独では開催できな

かった企画。

“図書館”の講師を呼べるネットワーク、

豊富な本、その案内力があって、継続

開催が可能となった。

天旗をつくろう：2018.7.28／手づくり凧を、隣

の小学校の校庭にて飛ばして遊ぶ



ミニマルシェ : 2019.6.9／「野菜づくりのコツ講座」

に合わせて森のひろばをメイン会場に開催。協力：障害

者地域活動支援センター「働希舎かもみ～る」

児童あそびの日：小学生対象／月1～2回

上「法政大学生とあそぼう」2018.8.4～ 5／大学

生と一緒に、手づくりの防災かるたなどであそぶ定期会

下「小中学生との交流いも煮会」2018.10.6／母親

クラブとの共催。世代間交流事業の多様な催しの後、み

んな一緒にいも煮会で舌鼓を打つ

ぴよぴよあそび：０歳児対象／月１回企画を凝らして開催。右下は「ゆらゆらであそぼう」：2018.10.24

012シアター（とことこ、ぴよぴよ合同企
画）：2018.9.5／仙台で活躍中の「おはようシ
アター」と一緒にあそぶ

あつまれじどうかんっ子「あきらちゃん＆ジャ

ンプくんあそびうたコンサート」：2018.9.21

被災前の図書館でも親子連れの利用はあったが、児童センターと一緒

になったことで、３世代揃っての来館家族が増えた。

それまで児童センターに馴染みのなかった大人が、児童センターの活

動に触れることによって、子どもへの関心や理解を深める効果を実感

している。図書館と児童センターの協働企画も多彩になってきた。

図書館との融合効果で児童センターの中高生利用
は拡大、他校に友達ができる場にもなっている

とことこあそび：1,2歳児対象／月１回、ぴよぴよとの合同開催の会もある

絵本作家の講演とワークショップ（図書館

＋児童センター協同企画）：2018.6.30


